
熊野古道めしレシピコンテスト　紀伊路の旅と食について

「旅垢離」について

幻の巡礼道「熊野古道・紀伊路」。大阪・天満橋から紀伊田辺へ至る220キロの行程は、中世の
熊野御幸のメインルートであり、当時の上皇たちは「紀伊路」を踏破してから熊野三山へ入りま
した。聖地・熊野へ入る前、先人たちは海や川で心身を清める「潮垢離(しおごり) 」「水垢離(み
ずごり) 」を行いました。

紀伊路の旅、それは約10日間を歩きつづける「道ゆき」の時間。道中では、現世の感覚がいつし
か「とれて」、古来の風土性にしだいに「なじみ」、自分 本来の心身がしぜんに「もどってく
る」、そんな実感を得ることができます。

「 今 後 の 人 生 へと 入 る 前 に、 現 世 の 穢 れを 清 める」10 日 間 。
潮垢離や水垢離になぞらえ、私たちはこの10日間の道行きを「旅垢離（たびごり/Tabi-Gori）」
と呼ぶことにしました。

紀伊路の旅、一生に一度となるかもしれないこの10日間の長旅は、今後の人々にとって「新たな
巡礼のかたち」となっていくでしょう。

紀伊路の旅の食

紀伊路の「道行き」では、様々な食と巡り合います。

心身が活気づく食事。疲れが癒される食事。解放感を
引き立てる食事。

10日 間の旅を通し、旅 人 本 来の心 身が「もどってく
る」過程で出会う食の数々。

その記 憶は、知らない土 地で初めて出 会う味 覚、ス
イーツのみならず、それを 食 した 場 所 や 香 り、 雰 囲
気、人 懐こい紀 伊 路 沿 道の人々のおもてなしととも
に、忘れられない豊かな時間として、旅人の心に残り
続けるでしょう。

たびごり

紀伊路・四つの地域と味覚

紀伊路の旅では、下記の四つの地域毎に特色ある食が提供されます。

それぞれの地域では食のコンセプトを設定しています。

大阪地域 現世の味 都市での日常食のように強く味付けられ分かりやすい味わい

紀北地域 素材の力強さ 地 方ならではの素 材の良さをシンプルな味 付けではっきりと
感じられる

紀中地域 本来の味と香り 自分本来の味覚・嗅覚が戻り、素材本来の繊細な味や香りを
感じられる喜び

紀南地域 熊野を食べる 山・森・川の熊野の恵みを体内に取り込み、自然環境も体の
中も熊野でいっぱいになる

（日高地域は紀中地域に該当します）

赤いラインが紀伊路


